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一　幕開け

「ピーター、今日はアレクシスを歯医者に連れて行くの、忘れないでね」

ピーターはうなずいたが、気が進まなかった。

「スーパーに寄ってスルタンのごはんも買ってくるのも忘れずに」とビビアンは続けた。

ピーターはそのスルタンに目をやった。暖炉のそばにぴったりくっついてうとうとしている。ごはんという言葉を聞いて耳がぴくりと動いたが、それだけで、体はびくともしなかった。

「ビビアン、君はどこへ行くの？」ピーターは訊いた。答えはわかっていたけれど。

「用事があるのよ。回収しなきゃいけないお金もあるし。そういえば、あなたはいつになったら私への借金を全部返してくれるの？年月は経つし、利子はどんどん増えていくばかりよ」

「でも、もうそれは解決済みじゃなかったっけ？」

「じゃあ、なんで私たちは結婚したの？」

「そう、あれが取引だったんじゃないか？」

「本当に？覚えていないわ。仕方ないじゃない、結婚式で緊張して、つい口が滑っちゃっただけよ」

ピーターはあの日のことを思い出した。すべてがあっという間で、殺されるんじゃないかと思ったほどだった。

ビビアンは椅子から立ち上がり、ピーターにキスをすると、スルタンの耳を引っ張って遊んでいる息子のそばへ歩いていった。

「じゃあね」と彼女は言った。「遅くならないでよ、ピーター。もう時間を変えるつもりはないから」

ピーターは妻が出て行くのを見送ったが、寂しくはなかった。ビビアンは仕切りたがりで、規則だらけの生活についていくのはしんどかった。自分の性には合わない。

「アレクシス、着替えておいで。パーカーも忘れずにね、衣装を汚したらママに怒られるよ。歯医者が終わったら、好きなところへ連れて行ってあげる」

「うん、パパ。どこでもいいの？ほんとに？」

「ああ、どこでも」ピーターにとって、歯医者への付き添いには十分すぎるほどのご褒美が必要だった。

二十分後、三人は一緒に玄関を出た。

歯医者まではかなり遠く、歩けば三十分以上かかる。そこでピーターは言った。

「バスにしようか、アレクシス？」

「うん！スルタンは？」

「スルタンも一緒に決まってるじゃないか」

アレクシスはしばらく考えた。何かがおかしい気がしたけれど、パパの言う通りにすることにした。三人はバス停へ向かった。ピーターとアレクシスが前を歩き、スルタンは最後尾をとぼとぼとついてきた。

バス停が近づいてくると、ピーターは何人かがバスを待っているのに気づいた。

「立ったままは嫌だな」と彼は言った。「おいで、アレクシス。先頭に並ぼう」

スルタンは首を横に振り、不満そうにワンと一声吠えたが、それだけだった。昔のような元気はもうない。

遠くにバスが姿を現した。一台の車がすいっとバスを追い越したと思ったら、赤信号で止まった。おかげでピーターはバス停に駆けつけて先頭に滑り込むことができた。

車が止まり、運転手がクラクションを二度鳴らした。ほとんど全員がそちらに目を向けた。スルタンは嬉しそうにワンワンと吠え、アレクシスは手を叩き、ピーターは怯えた顔で運転手を見つめた。

「乗りますか？」と彼は声をかけた。

「大丈夫です、バスで十分なので」とピーターは答えた。

バスが動き出すと、何人かが手を振って止めようとした。ピーターは息子の手を引きながらスルタンを呼び、バスに乗ろうとした。しかしスルタンはいなかった――いつの間にか、その男の車の後部座席にのんびりと収まっていた。

「パパ、見て、スルタン。あのおじさんの車に乗っちゃってるよ」とアレクシスが、見ればわかることを説明した。

ピーターが息子の言葉を確かめようと振り返ると、ちょうどバスが止まった。

人々が乗り込み始めた。空席を取ろうと、隣の人を軽く押しのけながら我先にと乗り込んでいく。

コブラドール「取り立て屋」はボンネットにもたれてタバコを巻きながら、ピーターが決断するのをのんびり待っていた。

「そんなに迷ってたら、約束の時間に遅れるぞ」とコブラドールが言った。

「わかった。でも運転は俺がする」

コブラドールは彼ならではのやり方で冗談を言った――ピーターの背筋をぞっとさせる、薄暗い笑い声とともに。

「もうすぐ免許が取れそうなんだ」とピーターは抗議したが、それが二十回目の挑戦だとは言わなかった。

コブラドールはまた笑った。あれを笑いと呼んでいいなら。

「早く乗れよ。ほら、お前の息子はもうスルタンの隣にいるぞ」

「パパ、乗ってよ。またママに怒られちゃうよ」とアレクシスが言った。

二人は乗り込み、コブラドールがエンジンをかけた。

「どこへ？」

「アリビスタ通り150番地」

「何しに行くんだ？」

「知ってるくせに。歯医者だよ」

「俺が？なんで知ってるんだよ、弟よ」

「歳を取ったな。アルツハイマーが出てきたんじゃないか」

「笑えないぞ、弟よ！俺に記憶をなくしてほしいんだろ」

「心配してるんだよ。もう何十年の付き合いだと思ってる。いくつになった？」

「たぶん四十二かな」

「そうか？もっと老けて見えるけど。その仕事、人を早く老けさせるな」とピーターは言った。「俺なんかやっと三十になったばかりで、この肌を見てみろよ」と締めくくった。

「そうだな、お前はまだ子どもだ、弟よ。さあ、早く出発しないとお前の嫁さんに二人ともどやされるぞ」コブラドールはそう言いながら、車を流れに乗せようとハンドルを切った。

目的地に近づくにつれ、ピーターはどんどん落ち着かなくなっていった。アレクシスは窓の外を行き交う車を眺めてご機嫌だった。

「おじさん、一個聞いていい？名前はなんていうの？コブラドール？おじさん？パパがおじさんのことを話すときは、いつも『あいつ』とか、ママが声に出しちゃダメって言う言葉を使うんだけど」

「はっはっは」とコブラドールは笑った。「コブラドールでいいよ、みんなそう呼ぶから」

「わかった、コブラドールおじさん」

「アレクシス、なんで歯医者に行くんだ？」

「ママがね、飴を食べすぎたからって言ってた。パパのせいだとも言ってたけど」

「いくつになった？」

アレクシスは片手を上げて五本指を広げ、もう片方の手を上げて一本指を立てた。

「六つか。まだ乳歯だな。ちゃんとお母さんの言うことを聞くんだよ、アレクシス」

「よくわからないけど、どういう意味？ちゃんとママの言うことは聞いてるよ。うちではママが一番えらいんだから」

「そういえば、かっこいい仮装してるな」コブラドールは言った。車の中が暑くてパーカーのジッパーが開いていたので、部分的に見えていたのだ。

「ありがとう。ぼく、エリダヌスなんだ」アレクシスは何のことかよくわかっていなかったが、名前をちゃんと覚えていたことが誇らしかった。

ピーターはまったく聞いていなかった。頭の中はここからずっと遠い場所にあった。カリフォルニアのビーチにいたら、どんなに幸せだろう！

「あの建物かな？」コブラドールが訊いたが、返事がなかった。「ピーター、ピーター、ピーター！」

「え？何？」

「どこ行ってたんだよ。あそこかって聞いてるんだ」コブラドールは《歯科クリニック》と書かれた建物を指さした。

「さあ、外観なんて気にしたことないし、来た道も全然覚えてないから」

「なんで聞いたんだろ」コブラドールはひとりごとを言い、目を細めて番地を読んだ。

正しい住所だったので、全員が車を降りた。

「もう行っていいよ。じゃあな、コブラドール」

「またな、弟よ」数秒後、コブラドールの車は角を曲がって消えた。

スルタンは車が遠ざかっていくのをしょんぼりと見送り、それから建物の入口にどっかりと腰を下ろした。

父と息子は歯科クリニックへと向かった。父はとぼとぼと、息子は軽やかにぴょんぴょんと。




二　歯科クリニック

受付係は二人が入ってくるのを見て驚いた顔をし、すばやく電話を取った。

「先生、ちょっと出てきてもらえますか」と受付兼歯科助手のゼニアが言った。「見たら信じられないと思います」

「どうした、ゼニア？」

「九時の患者さんとお父さんが来ました」

歯科医は手帳で九時の患者が誰か確認し、自分も驚いたが、平静を装った。

「通してあげて、ゼニア」

「お二人とも？」

「そう、二人とも」そして、どちらかといえば独り言のように付け加えた。「神様のご意志のままに！」

「おはようございます。先生がどうぞとおっしゃっています」

ピーターは恐怖の色を目に浮かべながらドアの方を見た。

「行こうよ、パパ」とアレクシスが手を引いた。

俺は臆病者なのか？息子の前でそんな姿を見せていいのか？

歯科医が迎えに出てきて、アレクシスの手を取りながら言った。

「さあ、お兄ちゃん、すぐ終わるよ」それからピーターに向かって、「入りましょうか？」

ピーターはためらった。気分が悪かった。

歯科医はピーターがどんどん青ざめていくのを見て、気を失うんじゃないか、あるいはもっと最悪なことに、その場で嘔吐するんじゃないかと心配した。

「ゼニア、このお父さんにトイレの場所を教えてあげて」

しかしピーターはどちらもしなかった。水の外に出た魚のように口をぱくぱくさせながら、息が足りないかのように呼吸し始めた。

「大丈夫です」とピーターは言ったが、嘘なのは誰の目にも明らかだった。

「少し座ってください」と歯科医はピーターを椅子まで連れていきながら言った。「ゆっくり呼吸して。吸って、吐いて……」

ピーターは歯科医の言う通りに吸って吐いた。アレクシスはきょとんとした顔でそれを見ていたが、数秒考えてから、パパの真似をしようと隣に座った。

「ゼニア、子どもを中に連れて行って、準備を始めておいて」と歯科医は言った。「そう、よくできました。吸って、吐いて」

「いつまで続けるんですか？」ピーターは吸う合間に訊いた。

「私が言うまで。もう大丈夫そうなら立って、中に入りましょう。次の患者さんがすぐ来ます」

そのとき玄関のドアが開き、中年の女性が入ってきた。歯科医とピーターがいる方を見て、その場で待った。

「おはようございます。すぐに歯科助手が出てきて受付をしますので」

片方の頬がもう片方よりもぷっくりと腫れているその女性は、うなずいてその場で待ちながら、ドアの向こうに歯科医とピーターが消えていくのを見送った。

アレクシスはエプロンをつけてすっかり椅子に馴染んでいた。歯科助手はすでに器具を並べ終えていた。

「さあ、アレクシス、お口を見せてもらおうか。どこか痛いところはある？」

「ない」

「よかった。じゃあ口を開けて、ちゃんと確認するね」

アレクシスは言われた通りに口を開け、歯科医は問題がないか確認した。

歯科医はアレクシスの口の中を調べ始めた。下の歯から始めて上の歯へと目で追っていき、視診を終えた。

「何か見つけたぞ」と歯科医は小声で言った。「ここ、本当に痛くない？」下の歯の一本を叩きながら訊いた。

「たまに。でもパパの方が痛いんだよ。いつもぐちぐち言ってるもん」

「僕が？僕が！ぐちぐちなんか言ってない！」とピーターが大声で文句を言った。

「パパ、嘘をついちゃいけないよ」

「何？僕が嘘つき？そう思ってるの？」

「ちがうよ、パパ。でも、毎日困らせてる歯のこと、先生に教えてあげたらいいじゃない？」

「大したことないよ、ちょっとした痛みだから、そのうち治る」

「パパ、オーガから逃げ出して、七人の巨人と暮らして、魔女まで知ってるのに、歯医者ごときが怖いの？ね？」

「まだ話してないのに」とピーターは冗談めかして言ったが、考え直して黙った。「アレクシス、もう黙ってないと先生が仕事できないだろ」

一言一句聞き逃していなかった歯科医が言った。

「そうだね、アレクシスは終わったから、次はパパを診てあげようか」とピーターに向かって言った。

「終わった……？うちの息子に何するつもりですか？人殺し！」ピーターは両手を腰に当てて叫んだ。

「大声を出さないでください。ここは由緒ある歯科クリニックです。申し上げたいのはただ一つ、もうすぐ乳歯が抜け始めて永久歯が生えてきますということです。では、こちらに座ってください」と歯科医は権威ある口調で言った。

ピーターは言われた通り、背筋をぴんと張り詰めたまま診察台に座った。

「お口を開けてください」

ピーターは唇をわずかに開いて歯をちらりと見せた。

「ちがうよ、パパ、こうやって」アレクシスが大きく口を開けて見せた。

ピーターは息子を真似てさらに大きく口を開けた。今度は歯茎と舌の一部まで見えた。

ビストゥリ歯科医はライトを調整して口の中をよく見えるようにした。一本一本丁寧に確認しながら、怪しいところがあるたびにエアーを吹きつけた。虫歯がその目に飛び込んできた。これほどの痛みをよく我慢してきたものだ、と歯科医の顔に驚きの色が浮かんだ。しかもピーターが誰かを知っているだけになおさらだった。患者としてだけでなく、社交の場での付き合いもある相手だ。

「これはかなり手がかかるな」と独り言を言ってから、壁の時計を見た。九時四十分を指していた。「麻酔をかけますので、痛みは感じません」

「結構です」ピーターは立ち上がろうとした。「もう行かないと」

「帰らない方がいいですよ。今なら歯を残せますが、先延ばしにすると抜くことになるかもしれません」と歯科医は言った。

次の瞬間、ピーターの頭の中でサディストの歯医者が歯をぶち抜く拷問シーンが浮かんだ。しかし息子がそこにいたことで、彼は気を取り直してまた診察台に腰を下ろした。

「やってください」とピーターは精一杯の尊厳をかき集めて言った。

歯科医はゼニアを呼んで治療の準備を整えさせた。

歯科助手はチューブをピーターの口の片側に折り曲げてセットし、歯科医の指示を待って座った。

数分前に打った麻酔が左側をしびれさせていた。

歯科医がドリルのスイッチを入れながら言った。

「痛かったら手を上げてください。すぐに止めます」

突然の爆発音のような轟音に全員がびくりとし、歯科医はドリルを止めた。

「ゼニア、子どもを別の部屋に連れて行って、お絵描きでもさせてあげて」

歯科助手が歯科医に近寄り、耳元でそっとささやいた。

「行かないと。合図が出ました」

「そうだな」と歯科医はうなずきながら立ち上がった。

歯科医が白衣を脱ぎ、歯科助手が隣の診察室につながるドアを開けた。その間ずっと、ピーターは口を開けたまま診察台に座っていた。

数秒、ほぼ一分近くが過ぎても、歯科医も歯科助手も患者のそばに戻ってこなかった。ピーターは限界まで口を開け続けていた。

「パパ、先生どこ行ったの？」とアレクシスが訊いた。

ピーターは奇妙な音を発した。アレクシスはパパが何を言おうとしているのか理解しようとした。

「パパ、ぼく探しに行ってくる」アレクシスは椅子から飛び降り、ドアに向かって走っていった。

ピーターはアレクシスを行かせながら、口を閉じた。少し遅れて気づいた――口を開けさせていた歯科医がいないのだから、閉じても何の問題もない。

*もう終わったのか？*と彼は思った。ずいぶん早かったな。うがいしないと。

体を起こして水の入った紙コップを手に取り、飲もうとしたとき、舌が歯科医の削った穴に触れた。

「え？」ピーターは何が起きたのか知りたかったが、答えが怖かった。

アレクシスは父の呼びかけに答えなかった。歯科クリニックは静寂に包まれていた。その静けさを破るのは、待合室で女性週刊誌のページをめくる次の患者の音と、午前十時を告げる時計の音だけだった。

ピーターは診察室を出て、待合室の女性のそばまで歩いていった。

「すみません、小さな男の子を見かけませんでしたか？」

「あら、気がつかなかったわ。迷子になったの？」

「いや、そういうわけじゃ。歯科医は見ましたか？」

「こっちには来てないけど。どうかしたの？九時半に予約してるのに、もう時間が過ぎてるんだけど」

ピーターは答えず、息子の名前を呼びながらドアを次々と開けていった。

「アレクシス！アレクシス！いったいどこに隠れてるんだ？今すぐ出てこないと、パパ怒るよ！」




三　クリニックの秘密を探れ

そこでピーターはスルタンのことを思い出し、探しに行った。スルタンはクリニックの入口で辛抱強く待っていた。

「スルタン、来い。仕事だぞ。アレクシスを探すんだ」

スルタンは立ち上がり、あくびをして伸びをしてから、ピーターのそばに近づいてきた。

「ワン？」と問いかけるように鳴いた。

「探せ、スルタン！　探すんだ！」とピーターは頼んだ。

どうやって息子を見失ったんだ？　あの間抜けな自分は何をやらかしたんだ？

ピーターは次の患者の咎めるような視線を浴びながら、スルタンを診察室に入れた。

スルタンは先ほどまでいた部屋まで行き、大きく吠えた。その場所は気に入らなかった――獣医に連れて行かれたときのことを思い出すからだ。

「スルタン、ぐずぐずしてないでアレクシスを探せ」

スルタンは二人が消えていったドアへ向かい、さらに閉まっている二つ目のドアへと進んだ。

前足を上げてドアノブを下げた。ドアが開き、スルタンとピーターは別の部屋に入った。そこも空っぽだった。いったいどこにいるんだ？

ピーターは残っていた唯一のドアを開けると、兄と鉢合わせした。その心配そうな表情に兄ははっとした――ピーターのことをよく知っているだけに、何かが起きていると察したのだ。

「まだここにいたのか？　歯科医はとっくに出て行ったぞ」

「アレクシスをどこにやった？　お前の仕業に決まってる！」

「アレクシス？」コブラドールは考え込むように言った。「いや、見てないけど」

「嘘をつくな！　見たんだろう、誘拐したんだろう！」

「見失ったのか？　その辺にいるだろ。トイレは見たか？」

「いや」

「じゃあ見に行こう。来い、一緒に行くぞ」

ピーターは疑わしげな表情のまま兄について手洗いのドアまで行った。コブラドールはドアを開け、ピーターに先に入るよう促した。

トイレの明かりは消えていた。ピーターがスイッチを入れると、天井から下がる電球が小さな部屋を照らし出した。

スルタンは何度も吠えた。その鼻は非常口のドアまで導いていた。

「おい、ピーター！　今はおしっこしてる場合じゃないぞ」コブラドールはピーターがズボンのボタンを外し始めるのを見て言った。

「ちょっとだけさせてくれ。今のうちに済ませておかないと」

「お前、ほんとガキだな」

ピーターはボタンを留め直し、手を洗った。

「お前はしなくていいのか？　お前も済ませておけよ」

その間、スルタンは休むことなく吠え続けていた――この間抜けな人間たちは何を待っているんだ？

ピーターはトイレを出て叫んだ。

「行くぞ！　スルタンが吠えてる」

スルタンは二人の人間が出てくるのを見た。やっとか！

コブラドールは、数段の階段とその先に通りへ続くもう一つのドアがある場所へのドアを開けた。スルタンは迷わずその二つ目のドアへ向かい、誰かが開けてくれるのを待ちながら、その横に立って短く一声吠えた。

「外に出たはずがない！」とピーターは不安そうに叫んだ。「一人で出ちゃいけないってわかってるはずだ」

「問題は、自分から出て行ったのか、誰かに連れ出されたのかということだ」

「連れ出す？　誰が連れ出すんだ？　お前だ、お前の仕業だ、やっぱりそうだと思ってた」

「俺がここでお前を助けてるのに、どうして俺の仕業なんだ。バカなことを言うなよ、弟よ」

「誰かに命令したんだろ。お前には地獄にまで手下がいるんだから」

「まあ、そういうことも考えられなくはないな。なかなかいい読みだ、ピーター」

「ワン、ワン、ワン」とスルタンが怒ったように吠えた。人間ってどうしてこんなに時間を無駄にするのが好きなんだろう？

コブラドールがドアを開けて外に出た。ピーターとスルタンがそれに続いた。

コブラドールの車がすぐそこに停まっていたので、三人はそこまで走った。数秒後、コブラドールがエンジンをかけた。

「アレクシスは歯科医の後を追って出て行ったんだ」とピーターは思い出した。「歯に穴を開けたまま置いていきやがって。ビビアンはあの歯科医が市内で一番だって言ってたのに」

「ちゃんと説明してくれ、ピーター。何があったんだ？　歯科医はどこへ行った？」

「わからない。爆発があっただろ、聞こえなかったか？　そしたら気づいたら一人になってた」

「説明が下手すぎる。俺に話してくれることがアレクシスを見つける手がかりになるかもしれないんだぞ。クリニックで何があったか全部話せ」

「入ったんだ。アレクシスはすごく嬉しそうだった。受付に歯科助手がいて、それから電話を取った」

「それは別にいい」とコブラドールは言いかけてから、「まあ続けろ、それで？」と付け加えた。

「歯科助手が入っていいって言ったんだが、俺は一歩も動けなかった。アレクシスが引っ張るのはわかってたけど、入りたくなかった」

「あんな父親をよく我慢してるな、お前の息子は聖人だ。バカなことをやめた後は何があった？」

「吸って吐いて……吸って吐いて……」ピーターは診察室でやったのと同じ回数だけ繰り返した。

「そのペースで説明してたら日が暮れる。早くしろ！」

「アレクシスの検診が終わったら、今度は俺を座らせようとしてきて、虫歯があるから詰めなきゃいけないって言い張ってきた」

「実際にあったのか？」

「ないけど、サディストの歯医者に抜かれるぞって脅してきた。しばらくしたら爆発音がした」

「爆発って、どんな爆発だ？」

「聞こえなかったとは言わせないぞ！　すごく大きな音だった、遠くからみたいだったけど。ドーン！」

「俺も地響きみたいなのは感じた。爆発というより花火みたいだと思ったけど、今思うとお前の言う通りかもしれない」

「それで、先生が歯科助手にアレクシスを別の部屋に連れて行くように言って、しばらくしたら椅子が動く音がした。誰かが立ち上がるみたいな音で、ドアが開いて足音がした」とピーターは思い出した。「それから静寂」

「でも、アレクシスは別の部屋に行ったのか行かなかったのか？　先生を探しに行ったって言ってなかったか？」

「それは後の話だ。アレクシスが先生を探しに行って、俺は――」携帯の音が遮った。「ビビアンだ！　何て言えばいい？」

「本当のことを言え。お前の妻で、アレクシスの母親だろ」

「本当のことは言えない。すごく怒るから」

「当然だろ？」

「俺には言えない。お前が言ってくれよ。お前には怒らないから」

「それはごめんだ」とコブラドールは答え、それから電話を取って出ると言った。「ビビアン、やあ。今、旦那に代わるよ」そしてピーターに携帯を差し出した。

「もしもし、ビビアン、どうした？」

「ピーター、アレクシスの保険証を忘れていったわよ」

「え？　何？」ピーターはその答えを予期していなかった。

「受付に保険証を求められなかったの？」

「ああ、そのまま診察室に通されたから」

「じゃあ出るときに言われるわね。それでアレクシスは？」

「元気だよ。ねえ、コブラドールに取りに行かせようと思うんだけど。ここまで送ってくれたから」ピーターはコブラドールの咎めるような視線を浴びながらそう伝えた。

「いい考えね。フランスが玄関を開けてくれるわ」

「他に何かある？　ない？」ビビアンが反応する間もなく電話を切った。

「少し時間を稼いだ。お前が保険証を取りに行く間に、スルタンと俺でアレクシスを探す」

「どこを探すかわかってるのか？　何か作戦はあるのか？」

「ないけど、誰かが見てるかもしれない。携帯に写真があるから」と言いながらコブラドールに見せた。

「一枚だけか？　情けない父親だな！　俺だって伯父として携帯にアレクシスの写真を入れてるぞ」

「うちの親は子どもが一人だった、つまり俺だ。何年も経つんだから、もうわかってると思ってたよ」

「本当にそうか？　確かか？　お前の母さんはいつも俺によくしてくれたぞ」

「母さんは誰にでも優しいんだ。里親をやってたから。知らなかったか？」

「今それを話す場合か？　もっと大事なことがあるだろう？」

「そうだった！　早く行ってこい、家に戻れ。スルタンと俺はここで待ってる」

コブラドールは千分の一秒ほど考えた――ここはピーターを安心させて、うまく付き合ってやった方がいい、とでもいうか。

コブラドールは車を二重駐車して言った。

「降りろ。すぐ戻る」

ピーターは車から飛び降り、渋々といった様子のスルタンが続いた。車は角を曲がって消えた。

「さあ、スルタン、どうする？」

「ワン」とスルタンは答えた。四つ角ほど前に臭いの跡を見失っていた。

「ワン？　そのワンの意味がわからない。犬語は話せないんだ。どういう意味だ、スルタン？」

「ワン」と再び吠えると、スルタンは道の上に大の字にひっくり返った。

「スルタン！　昼寝する時間でも場所でもないぞ」

スルタンは目を閉じた。コブラドールが戻るまで動くつもりはなかった。当てもなくうろうろするつもりはない。

「起きろ、スルタン！　年齢を感じるのはわかるけど、アレクシスが俺たちを必要としてるんだ」とピーターは言った。

「ワン！」アレクシスの名前を聞いてスルタンは勢いよく答え、また座り直した。
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